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１．背景 

橋梁やプラントなど鋼構造物の継手部に使用するボルトは，形状の問題から，一般的な塗装による防錆処理では

他の部位に比べ発錆しやすい．特に高力ボルトの場合，頭部・ナット部の腐食が進行すると，導入軸力の低下を招

き継手全体の耐力が低下するため，構造物の耐久性にも大きな影響を及ぼすため，ボルト部に対する防錆対策とし

て塩ビ製防錆キャップの適用が進められ，さらに近年は施工・維持管理の面で効率向上に寄与するものとして，透

明型の防錆キャップを使用する方法も検討されている（写真 1. 

参照）1)，2)．しかしながらこの防錆キャップの防錆性能は，紫

外線を要因とした経年劣化によるキャップの割れで低下する

ことが懸念されており，従来の有色型よりも耐久性が劣ると考

えられる透明型の防錆キャップについては，紫外線を主要因と

した長期耐候性が明らかにされていない．そこで本研究では，

透明型の樹脂シート及び防錆キャップを耐候性促進試験に供

し，その耐久性能を調査することとした． 

 

２．試験方法 

2.1 試験体パラメータ 

 試験体は従来の有色型と透明型の 2 種類とし， 形状につい

ては防錆キャップと樹脂シートの各 2 種類を準備した．なお有

色型については，これまで様々な実環境における暴露実績があ

ることから 2)，透明型との比較参照として試験に供することと

した． 

 

2.2 試験方法 

本研究では，キセノンアークランプを光源として耐候性促進

試験を実施した．試験装置はスガ試験機製のスーパーキセノンウェザーメータ SX75 を用い，試験条件は JIS 

K7350-2 を参考に，放射照度は 180W/m2（波長範囲 300～400nm），ブラックパネル温度 63℃，湿度 50%RH，槽内

温度 38℃として設定し，UV 照射 102 分，UV 照射＋降雨 18 分の 2 時間を 1 サイクルとしたサイクル試験を 1000 
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写真 1.  左：有色型防錆キャップ 

 右：透明型防錆キャップ 

写真 2.  左：試験体外観 

 右：装置内部への設置状況 
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時間実施した．防錆キャップ及び樹脂シートはシリコン樹脂にてステンレス板に貼付し，装置内に設置した．  

なお既往の研究から東京・新宿における年間紫外線積算量を 250MJ であることが分かっている 3)．今回はこれ

を基準として計算すると，このキセノンアークランプ耐候性促進試験では 385.8 時間で暴露 1 年分に相当する紫外

線積算量を照射していることとなり 3)，1000 時間の試験は暴露約 3 年分に相当すると推定される． 

 

2.3 評価方法 

評価は外観目視，表面粗さ計測を主として実施した．1 つ目については，劣化による樹脂の透明度の変化や割れ

の有無を目視により確認し，評価した．表面粗さに関しては，防錆キャップについてはナット部側面を，樹脂シー

トについては表面中央部をそれぞれ計測し，防錆キャップについては計測部のうち 10mm を，樹脂シートについて

は計測部のうち 20mm を評価対象として，JIS 規格にしたがって表面粗さ Ra の算出や割れの有無についての調査を

実施した．また比較参照とする有色型についてのみ，光沢度の計測も合わせて行った． 

 

３．試験結果 

 まず外観目視の結果について述べる．有色型，透明型及びキャップ，シートのいずれも大きな変色や割れは見ら

れなかった．また表面粗さについては，シートの試験体に対して，有色型，透明型のいずれとも大きくなっていた

が（図 1 参照），計測時に得られた粗さ曲線を見ると，いずれも大きな割れは見られなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結論 

防錆キャップに用いる透明樹脂については，促進試験後も表面粗さが多少大きくなる程度で，外観上も大きな割

れが見られなかった．したがってこの結果より，この透明樹脂については，1000 時間の促進試験に供しても，実環

境暴露試験で長期耐久性が示されている有色型の樹脂と同様に表面の劣化が進む程度で，有色型の樹脂と比較して

も遜色ない耐久性があることが，示唆されたといえる．しかしながら本試験は，実環境暴露約 3 年分に相当すると

推定される．透明型防錆キャップについては，維持管理の効率化を考慮すると，少なくとも塗り替え塗装の実施周

期である 10～15 年程度の耐久性が必要であることから，今後さらに長時間の耐候性促進試験を継続実施し，透明型

防錆キャップの長期耐久性に関する調査を進めていく必要があるといえる． 
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図 1. 表面粗さ計測結果 図 2. シート試験体の表面粗さ曲線 

（上：促進試験前，下：促進試験後） 
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